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故　肥　の　施　肥　法　に　つ　い　て

ノJ之助・水野要㍉祓

巌・一甘柿某治郎

（F：七　日　∈　葉．沃〉

肥料を機械で散布する場介ノ）肥料形態J）ひと1ノとして

i夜状しっもノ）を考え，これか施川は及び肥効について昭和

34年から昭利37年まで4カ年聞行なった宗一盲某をとりまと

めて報岱する．

1　安水に関する試験

1．試験期間　　昭和朋・生，昭親脇生

2．試験内容

（1）満水時朗に姻する試演

第1衷　印面水∴1灘ノー反応及び冊酢帆土壌中し’）NH3－N

1 田 面 水

！ 1 ／ Ⅵ
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5 ．0 5 ： 4 ．2 9 3 ．1　 0 ．2　　 U ．2　　 6 ・7　　 5 ・3　　 5 ・8
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試験区

1　無 窒　　素

2　硫安荒代砲

3　安水荒代施

4　硫安5日目亜

5　安水5 日　日湛水

6　安水10［＝］儲

7　液肥5日　目濯

第1表に示した細く．田面水，土壌の反応に対する安

水施閂の影肇に殆んど見られない・叉潤し毎水甲のHH3‾

N及び土壌甲のNH3－Nを見ると安水の土壌への吸着速

壕は硫安のそれに比して楕々速かをことを示した・

第2表　　窒素の吸収率

試　験　区　名　∴＿　饗素の吸収翠

1　無　　筆　　楽　　区：・
－　　　　　　　　　　　　l　　　　一一・・．－－‾■■　　▼‾

2　硫　安　荒代　蒐　同　区　　　　30・0

3　安水　荒代　庵　桐　区　　　　43・8
一一・一・・一一一－－－－－一一一－－－一・▼一一一一一一一　一一一一一一一一－一一　一一一　－一　【

4　硫安5日　目　備水区　　　　62・7

5　安水58　日湛水区　　　　50・4

6　安水10日　目　標水区・　　　51・8

荒代施用区に施弔区の場合吐安水区がまきり，5日巳

濯水区では硫安区が神々まさつている・10日日溢水区に

於ても吸収率忙於て余り劣ってhなれ　この結果から安

永の施用俊濾水までの期間が108位までは皐素の吸収率

に対して影響は少なかつた・

上表第3から2ケ正平均で安水を沌桐した場合の収豪壮硫

安のそれと比較して余り劣らない・又溝川jでの勅間が

臭っても5日目位まで吐大きな収夏戒に掟充ちない・

第3表　　現　もと　調　査

試　鹸　区　名　K〆a■昭祁鮎坑　昭利翁年．2ケ毎平均均

1　無　　筆　　素　区・　35．0　　　30．4　　　32．7

2　硫安荒代地周区；　39．2　　　43．9

3　安水荒代施用区：　42．4　　42．2

4　硫安5日目濾水区．　45．9　　　35．8

5　安水58日湖水区■　　44．4；　43．5

6　安水10日E澗水底：　43．4・　35．9

7　削巴5日目湛水区　　45・4；　38・0

（21安水の侶産に閲する試験

41．6

42．3

40．9

44．0

39．7

41．8

上表第4から安水の希釈の匿合と田面水，土壌の反応との

閥係をみると大きな影背を及ぼさない・土壌中のNH8－

Ⅳでは安水の原液庵軍区が攻も少く，4倍希釈したもの

が多い．これ吐原職の施用が土壌にムヲこ入ったためと

思われる．この結果から安水の施用に於て止める程監流

訳した方が平均的に両も効果的であることを示した・こ

のことが収量にも杉智することは第5東の通力である・



射北農業研究　第7号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　71

第4表　安水の希釈堰が田曲水，土壌反応及び田面水．土壌甲のⅣH8－封に及ぼす影響

yH3－ごⅣ

十

試　　　験　　　区

1　　無　　塵

2　　硫　加　燐

3　　安　水　原　液　区

4　　安水　2　倍希釈区i

5　　安水　4　倍希釈区

田面水ppI乃

4．55．

4．60

L二王車亡

ヒ壌 ノ・切4 0晦 【T－ － ，　田　 面　 水 lp p 桝 】
土　　 壌　 巧 ／1 00 幅

12 ／ Ⅶ 遁 ／ Ⅶ　 1 1 8 ／ Ⅶ 12 ／‘Ⅶ 18 ／ Ⅶ
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0 ．5 8 0 ．8 5

5 ・0 0 」 山 生 し L　 O ・2 4 ．3 8 5 ．1 6

5 ・0 0 ： ＿上 土 」　 0 ・2 2 ．0 1 ！　 3 ・4 4

5 ．0 0 0 ．0 1　　　 0 ．2 2 ．0 1 4 ．2 9

4 ．9 4　　　　　 0 ．2 1　　　 0 ．2 4 ．8 7 4 ．5 8

試　 験　 区　 名 ‾昭 和 8 4 年 昭 和 3 5 毎 2グ 毎平 均

1　 無　 窒　 素　 区 4 1 ．4 8 7 ．9 8 9 ．7

2　 硫　 加　 燐　 安　 区 4 4 ．8 4 2 ．3 4 3 ．6

3　 安 水　 原　 液　 区
4 2 ．6 4 0 ．4 4 1 ．5

4　 安 水 2 倍 希 釈 区 4 4 ．3 4 1 ．8 4 3 ．1

5　 安 水 4 倍 希 釈 区 4 6 ．9 4 1 ．2 4 4 ．1

2　液肥に関ナる試城

液肥とはH・P・R・三宴素を含有する液状の肥料の

ことである．武威生次は昭和優年．訂生，祖生の3カ鉱

である．この8カ毎の試験に封いて吐tl）液状の肥料と粉

状肥科との肥効に関する試乳（笥液状肥料．の施用法に関

する試験を主体として行った・

（1）液肥の肥劫に関する試験

第6表　液肥と粉状肥料の要素の吸収率

上表から三要素の吸収率は液肥に於て棉々劣ったがそ

の収量に於では殆んど差が認められない・

第7表　　収　　量

試　　験　　区　　名

1　無　　肥　　料

収　　量（K〆a）

配　 合　 区 4 7 ．5

全　 層　 区 4 6 ．1

嘉 屠 篭　 区 4 5 ．9

表　 層　 区 4 6 ．9

β】液肥の俺用法に関する試験

施同法としては噴霧機を用いて耕超前に施用して直ち

に耕超したものと・耕超后土壌消車磯を用いて施用した．

（8）実　験　締　果

（A）施肥法と要素の封の吸収量
第8表

区　　　　　　　　　　 名 吸　 収 量 （極／8）

1　 例　 越　 前　 施　 用　 区 798

2　 耕　 起　 后　 施　 用　 区 722

8　 標　　　　 準　　　　 区 808

液肥の施肥法の相違による窒素の吸収豊には殆んど差

異は認められをい．

（B）収　量

第9表

試　　 験　　 区　　 名 収　　 量 （晦ノ亀）

1　 耕　 越　 前　 施　 用　 区 4 8

2　 耕　 超　 后　 滝　 用　 区 4 5

8　 標　　　　 準　　　　 区 4 9

4　　 無　　 肥　　 料　　 区 3 8

収卓に封hて耕軽后の施用が稲おとるのは生育にむら

ができたためである．

3　　む　ナ　び

不試験は機械施肥のための肥科形智として液肥を取り

あげ，その施肥法の基礎研究を行ったものである．供試

した液肥は安水　及び三要素を含有する液肥である．施

肥法としては水田の劇巴として施用する方法を研究した，

ここに発表した結果は①液肥と粉状肥料と′）肥勧再検討（2

液肥の施用法．⑧液．肥の施用后硬水までの期間．④液肥

の施用濃度に関する研究．（卦の液肥と粉状肥料の肥劾佗

ついて吐大差のないことが分った．（診液肥の施用広では

土壌消毒磯による土壌注入法では生育にむらが出来る傾
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向にあった・⑧施肥后碓氷までの時間については液肥確　ぎ10　日に潅水したもの吐楕々減収した・④液肥の施用

用炭58日までに濾水するときしつかえないがこれを過　濃度吐現段階では希釈した方が均一町撒布される．

水田における機械化深耕と施肥法に関する試験

第1報　2．3の土壌の砕土とその生育

高橋精一・若生桧兵衛

（宮城県虔試）

1　まえがさ

大型トラクター導入による水田深耕は水田基熊の炎術

拡天と相侯って近在各地に展開され．これと同時に疾桝

に対応すべき施肥法に朋する研究も併施されつつあるが

第1衰　　　試　　験　　設　　計

不試験もその一例である．

2　試験方法

試験設計概要及び供試土壌断面吐第1表の通少である．

土　壌　断　面　図

＼
＼
　 ＼　＼

耕　　　　 法 施　　 肥　 ・条　　 件

繊 超 l砕　 土 代 捜 不　　　　 場 角　　　　　　　 田

昭
不 トラクター餅 P H ．P 駆 R 1．標　　 肥 1．標　　 肥

和
37

年

場 普　 通　 耕 R ア 牽 R 2・Ⅳ2 割増 a y ．p増 A

8． ク B角 トラクタ「緋 P 0 ．E 牽 R 8・Ⅳ2 割増追肥

田 普　 通　 耕 R R 準 R ▲ p 4 割増区 もⅣ標 ．p 増

和 本

場

普　 通　 耕 R

p J

R

P ．H

1・標　　 肥 隋考

昭
ロータリー
テイラー・耕 R ．R 乙 Ⅳ8 割増 1・俺月巴は トラ耕．普

38

年
ブ ラ　ウ　耕 R．R ＋E P E ．P 乱化成対照区

耕共に共通

乞化成はロータリーティ
プ ラク　餅 P H ．P p ．H も化　　 成 ヲ一区のみ使用

不　場　　　　角　田

注　　p＝プラク　R＝ロータリー　R．R＝ロータリーテイラー　H．f＝ハロウプラク

ク．H＝バデーーハロウ　　OE＝オフセット　ノ、ロー

圃場試演に封いてはトラクターの作業の解析さらには，　兼砕土壌と細砕された土壌とを各種に混じた土壌をポッ

施肥試験に伴う栽稲試験と夷施して検討を加えた・又土　トに入れ試験した．その設計吐第2表の通りである．

境の枠上条件について倹討すべく予備的試験で吐あるが

第2表　　ポ　ット　試験設　計l砕土試験】

土 壌 砕土 割合 不　　 場　　 土　　 壌 角　 田　 土　 彊

1 上 0。 痴 二砕 土 区 ポ　 ッ　 ト　　 且／20 0 0 a／6 0 0 0

2 90　痴　　 ク 確　 肥　 土　　 N ・p ・E 各 1 ．0 g Ⅳ・P ・E 各 0 ．5　g

8 70　第　　 ク 栽　 稚　 故　　 8／p o t x l／p o t　サ ・シク レ
4 5 0 疹　 ク　　　 ×　 供 試 品種　 サ サ シタ レ

5 8 0　節　　 ク 連　　　 故　　 8 連 8 連

6 兼　 酔　土　 ク 移　 植　 日　　 5 月　22 日 5　月　22　日

①　直径1‘¶内外の乾燥土塊毛織別し，1m
た．水分23．5串．

モ通過させる細土とモ表中の如く，工量別割合佗組合せ

②　供試土場はローターベーターで餅屈した土塊を供試した．

①　特に肥科は土塊の酔土を防止するところから表肥とし代積は全く行わない．又排水を行ってい射、．
3　試験藷黒

先づ餅超法忙朋逢して各種作業機疋上る餅起．砕士，

代穫後の砕士峯と調査した結果煮8表を得た・

調査方法吐朝dX108■の土屑等横当りの土壌を土塊の

天草盲別に姉別し重量感で表わしたものであり代橿のみ

吐直径恥膚の円筒を使用した・トラクター餅のブタクに

上る桝超の場合不穏　角田の各土壌共に普通桝に比し餅

病後・砕土後の砕土効率互何れも悪く角田土壌のみ虻代

揚炭の砕土率が普通桝に匹敵した．


